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近現代史教育のカリキュラムレベルにおける質的変革の論理－ドイツ連邦共和国ザクセン州の場合一
The Reform of Modem History Education at the Curriculum Level:The Case of Saxony ｉｎ Germany

服　部　一　秀
(山梨大学)

１。はじめに
我が国の中等歴史教育では近現代史の教育が重
視される傾向にある。現在に近い過去の学習は現
在の認識や未来の形成にとって有意義と考えられ
ている。高校の世界史Ａや日本史Ａは近現代史中
心の科目として構成されているし，中学校の歴史
的分野でも近現代史重視が打ち出されている。十
分な時間をかけて近現代史について取り扱えるよ
うにすることがねらわれている。尤も，年代史中
心や出来事史重視の従来枠組を維持したままであ
れば，近現代史の取り扱いを量的に拡大しても，
学習者が現在についてわかったり未来について考
えたりできる保証はない。取り扱いの実質をその
ような狙いに応えられるものへ改めることこそが
重要である。近現代史教育の量的拡大に留まらな
い質的変革の追究はこれまでのところ，授業のレ
ベルを中心にすすめられてきている（池野［1997],
児玉2005],他）。本稿では，それらの成果を踏
まえ，基本枠組をつくるカリキュラムのレベルで
質的変革の可能性を探りたい。近現代史教育改革
とは何をすることか，それはなぜ必要であり，ど
うすれば可能となるか，他国における先行のカリ
キュラム改革事例の分析によって迫ろう。
分析対象として取りあげる事例は，ドイツ東部
のザクセン州における近年の後期中等歴史系教科
の改訂である。　ドイツ諸州の中等歴史教育でも，
匚現在との関連(Gegenwartsbezug)」や匚未来へ
の志向（Ｚｕｋｕnftsｏｒｉｅｎtｉｅｎｍｇ）」のため，近現代史
の教育が重視されている。それはとりわけ後期中
等歴史教育において顕著である。そのなかでも近
現代史教育の変革をすすめているヶ－スとして注
目されるのが同州の歴史／ゲマインシャフト科

(Geschichte/Gemeinschaftskunde)の場合である
。

ザクセ
ン州の歴史／ゲマインシャフト科は職業

ギムナジウム(Berufliches Gymnasium) 1}の必修
の歴公統合教科である

。この教科は東西統合後の

教育改革において独自のレアプランが
っくられな

いままに導入された
。パートナー州であるバーデ

ン
・ヴュルテンベルク州の第11学年の歴史科・ゲ

マインシャフト科(Geschichte mit Gemeinschafts-
kunde),第12 
・ 13学年の歴史科(Geschichte)と

ゲマインシャフト科(Gemeinschaftskunde)を参
考にすることとされた

。漸く独自のレアプランが

作成されたのが1999年である
。歴史／ゲマインシャ

フト科は近現代史中心の教科として明示化された
。

その後
，この教科のレアプランは, 2002年の一部

修正を経て, 2006年に全面的に改訂された
。近現

代史中心は維持され
，内実は抜本的に改められた。

本稿では
，近現代史教育の量的拡大による旧版カ

リキュラムとして1999年版歴史／ゲマインシャフ
ト科を取りあげ
，質的変革による新版カリキュラ

ムとして2006年版歴史／ゲマインシャフト科を取
りあげる
。それらを分析し，カリキュラムレベル

における近現代史教育改革の論理や要件を探ろう。

２
。自国理解教育としての旧版近現代史教育

先ず, 1999年版歴史／ゲマインシャフト科につ
いて取りあげ
，その全体と単元の構成を捉え，近

現代史教育の課程編成を明らかにしよう
。

(1)全体構成一近現代国家史に基づく年代史的構成
による現存国家の来歴学習

1999年版歴史／ゲマインシャフト科では
，匚歴

史の考察の重点をヨ
ーロッパ史や世界史に埋め込

まれている19 ・ 20世紀のドイツ史がなす｣ととも
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表1　1999 年版歴史ノゲマインシャフト科の必修単元と基本構成

学年 必修単元( 学習領域) 対象 主要内容 基本構成

第

11

学
年

１　職業ギムナジウムでの歴史／ゲマインシヤ
フト科の教育への導入

古代～現代
ドイツ史・ヨーロッパ史・世界
史上の様々な政治

政治史の概観的学習 国近
家現

の
代
来国
歴家
学史

習に
基

づ
く
年
代
史
的
楷
成

に
よ

る
現
存

２　啓蒙主義とフランス革命を事例とする市
民革命

市民革命期 絶対王政・啓蒙主義 とフランス
革命

ヨーロッパ史・世界史

のなかのドイツ国民国
家の成立史の学習３　ドイツ国民国家の形成 ドイツ統一期 国民主義運動や1848/49革命 とド

イツ帝国創建

４　経済と社会的変化 ドイツ統一前後期 経済変化と社会問題

第

12

学
年

５　帝国主義による緊張の場のなかのドイツ
帝国

ドイツ帝国期 ドイツ帝国の政治と第一次世界
大戦

ドイツ帝国史の
学習

ﾖｰﾛﾂ
雍

のドイ
言

の学習

６　ドイツにおける民主主義的秩序の試み－
ワイマール共和国

ワイマール共和国
期

ワイマール共和国の成立・展開
と崩壊化

ワイマール共和
国史の学習

７　第三帝国と第二次世界大戦 第三帝国期 ナチズム支配の成立・展開と第
二次世界大戦

第三離斑史とヨー

ロッパ冷戦化の
学習８　第二次世界大戦の終結とブロック形成一

歴史補説
東西冷戦開始期 東西ブロックの形成

第

13
学
年

９　国際的ブロック形成とその克服の脈絡に
おけるドイツとヨーロッパ

東西ドイツ分断・
統合期

ドイツ分断とドイツ統合・ヨー

ロッパ統合
東西ドイツ分断･
統合史の学習

10　政治体制と政治参加 統合ドイツ期 統合ドイツの政治体制と地球的
課題

ドイツ国民国家の現状
の学習

詣 諭 罷 昌 参 学 隍 姦 詐 齟 覬 茫六 義 な苣ﾔGymnasium  C治山chte/Gemeinschaftskv丿nde, 1999, S.8-21をもとに

に，匚“政治体制・政治過程” ど 国際政治”と

い う 領 域 が 重 要 な 位 置 を 占 め る」 とさ れ る

(Sachs.［1999 : 6D 。 そのような1999 年版歴史／

ゲマインシャフト科について，全体構成から分析

をはじめよう。

1999 年版歴史／ゲマインシャフト科では，各学

年末などに復習や発展的学習のために一定の時聞

か用意されているが，全体の基軸をつくっている

のは10個の必修の単元（学習領域）である。表１

には必修単元を列記するとともに，レアプランの

記述から読みとれる各単元の対象と主要内容を示

し，それらを もとに基本構成について整理した。

導入学習である単元１では古代から現代までの

様々な政治について扱われる。 それにつづく９つ

の必修単元では取り扱いが近現代史に限定されて

いる。これらでは大凡， ドイツ国民国家の歴史を

中心に近現代史が時期別の編成で扱われている。

ドイツの国家史的な時期区分に基づき，ドイツ統

一期やドイツ帝国期などの諸時期がヨーロッパや

世界の関連する歴史を交えつつ取りあげられる。

様々な時期は順進的な順次性に従って扱われる。

ドイツ統一期やその背景の市民革命期から，最現

代である現在の統合ドイツ期に至るまで，時系列

的に配されている。各時期を担当する各単元で主

として学ばれるものは，国家の成立や体制，動向，

それらに関わる対外関係などであるｏ 例えば，近

代ドイツ統一期について扱う単元 ２では，国民主

義運動や1848 ・ 1849年の革命とドイツ帝国創建に

よる国民国家の誕生が主要な内容となっている。

各対象時期の国家 の歴史が主要な内容として学ば

れ，それらの学習 は対象時期の時系列的な取り扱

いに沿ってすすめられていく。ヨーロッパ史・世

界史のなかのドイツ国民国家の誕生，紆余曲折の

展開，そして現状 という変遷が一 連の歴史の大き

な流れとして習得されることになる。

この歴史／ゲマインシャフト科は，国民国家史

という国家の近現代史を中心にして国家史的時期

区分と時系列的配列で構成されている。そうした

年代史的な構成の下，現存の国家体制の来歴が中

心内容として筋道立てて学ばれる。近現代の様々

な時期によって年代史的に対象をつくり，国民国

家としての自国の存在を時間的に提示し，順次辿

らせることで学ばせる。この全体構成は近現代国

家史 に基づ く年代史的構成によって現存国家の来

歴を学ばせるものである。既存の国家を前提化し，

その在り様を国民国家史の時間のパノラマに従っ

て受け容れられるようにするものといえよう。

(2)単元構成 一対象時期の出来事史的構成における

現象展開理解

単元の構成について，授業時数が最多である単

元 ９ 匚国際的なブl=コック形成とその克服の脈絡に

おけるドイツとヨーロッパ｣ に即して考察したい。

1999 年のレアプランには各必修単元の大小の内容

項目と各小項目の主要事項が記されている。表２
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には単元 ９の大小の内容項目を記載順に並べると

ともに，項目・事項から読みとれる対象と考察内

容を示し，それらをもとに学習組織を整理した。

単元 ９は現存国家に繋がる東西ドイツ分断・統

合期を対象としている。その構成は主要な出来事

の継起による時系列的な構成である。東西ドイツ

分断・統合期について， ４つの大項目により，ド

イツの分断化の開始・展開とその後の統合化また

関連するヨーロッパの統合化という出来事の継起

として構成している。「教材の構成原理は歴史上

の出来事や過程の年代史である」(Sachs.［1999 ：

6］） とレアプランで述べられている通り，全体レ

ベルでは様々な時期の時系列的構成をとり， この

各単元レベルでは様々な出来事 の時系列的構成を

とっている。 これは現在の問題意識と関係なく古

いほうから学習をすすめるものであり，過去その

ものを知ろうとする歴史的視点によるものである。

出来事の考察は，諸局面からなる一連の推移を

辿っていくというものである。例えば， 厂両ドイ

ツ国家 の統合化」について，ペレストロイカなど

に代表される国際的背景, DDR の体制危機，大

量逃亡や月曜デモなどによる平和革命，人民議会

選挙から２＋4 条約などに至る東西統合の実現を

順におさえていく(Sachs. ［1999 ：20D 。 他の大

項目でも同様に諸局面の経過や事実関係を詳しく

追っていくことでドイツの東西分断化やヨーロッ

パの統合化を学ぶ。分断化の開始をはじめとする

出来事の流れに基づ く出来事史的構成の下，それ

らの諸局面からなる推移を辿っていく考察により，

単元 ９は現行体制が成立する東西分断・統合期を

分断化とその克服である統合化による出来事の連

関として理解するものとなっているＯ

このように各単元では，対象となる近現代史上

の一時期を出来事の継起によって出来事史的に構

成し，それらの推移を辿らせ，対象時期の現象展

開を理解させる。過去の社会をわかる学習ではな

く出来事を知る学習であり，出来事による歴史の

流れとして各時期を受けとめさせる学習である。

(3)自国理解教育による無批判的政治的判断教化と

しての近現代史教育

1999年版歴史／ゲマインシャフト科では，全体

レベルにおいて，近現代のドイツ国民国家の歴史

を国家史中心の時期区分と時系列的な配列によっ

て年代史的に構成する。ヨーロッパ史・世界史の

なかのドイツ国民国家の成立，展開，現状という

現存国家の来歴を筋に沿って理解させる。個々の

時期を扱う単元レベルでは，対象時期を出来事の

継起により出来事史的に構成する。諸局面からな

る推移を辿らせ，現象展開を筋に沿って理解させ

る。このように時期ごとの小さな歴史の流れを辿

らせ，それらを積み重ねていくことで近現代史の

大きな歴史の流れを辿らせ，時間軸に沿ってドイ

ツ国民国家の一連の歴史を理解させる。内容にお

いて，国家史上の様々な時期と出来事で対象をつ

くり，自国の近現代史を大小の流れからなる一つ

のまとまりある事実そのもののように学ばせるＯ

国家史の様々な時期と出来事による自国の近現代

史の時系列的編成をとる。また，方法において，

学習者は大小の流れを辿り，過去からの筋道を掴

み，国民国家史中心の一つの歴史像を学んで現存

表２ 単元９ 厂国際的なブロック形成とその克服の脈絡におけるドイツとヨーロッパ」の構成

内容項目 対象 考察内容
学習組織

対象 考察 学習

１ 連合国の占領政策とドイツ２国家制の形成 牟

ッ訪

統翕

ﾄﾞｲﾂ
滾

滾

戦後の占領と東西ドイツ国家の成立
ドイツの東
西分断化の
推移の理解

祟

JIF

箆

に
よ合

成

諸

局面

か

ら
な

る
推
移

の
理
解

対象時
鸚 蚩

欝

指

解

２　２つのド
ィツ国家

西側へのドイツ連邦共和国の統合 ドイツ連邦共和国の西側ブロックへの統合

東側へのＤＤＲの統合 ＤＤＲの東側ブロックへの統合

対決と紛争制御 東西冷戦の激化と緊張緩和

ドイツードイツ関係の展開 東西ドイツ関係の安定化

３ 両ドイツ
国家の統
合化

国際的枠組条件 東西ド
イツの
統合化

国際的背景の変化 東西ドイツ

の
統合化の
推移の理解

ＤＤＲにおける体制危機 ＤＤＲの体制危機

1989年 の平和革命 逃亡・デモとベルリンの壁の撤去

統合化の諸段階 東西統合の実現

４ ヨーロツ
パの統合

理念と史的展開
ヨづ
コツ

パの統
合化

西ヨーロッパの統合化
ヨ
ーロツノ｛

の
統合化の

推移の理解
国際政治における経済要素・
権力要素としてのヨーロッパ

ＥＵの拡大化

言 甞 岔回詐 言 昌虻 錙 雛 乱岫 甞 詣 れ お 瑁た加Gymnasium Ga廟丿chte/Gemeinsc.力aftskunde, 1999, S.19-20をもと
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国家の在り様を理解する
。豊富な知識を得ても自

国の存在を相対化することは難しく
，受容し，適

応へと向かう
。過去からの時間的な流れの受容的

な理解による既存国家への同化が中心となる
。

この近現代史教育の狙いはナショナルなアイデ
ンティティの教育といえよう

。レアプランには教

科目標が具体的に明示されず
，匚見識があり批判

的で自律的で責任感のある行動｣の能力育成など
が理念として掲げられている(Sachs.[1999 : 6])

。

けれども
，実のところ，ドイツ国民国家としての

自国の時間的体系を体現するものとして近現代史
を伝授し
，国民としての共通の教養や記憶を求め

る
。過去によって意味づけられるものとして現存

国家を受け容れさせ
，その国家の国民として自己

の存在を意味づけさせる
。だからこそ，現行体制

の成立過程を直接的に学ばせる単元９が最重要視
されるのではないか

。同じ歴史を共有する国民と

しての意識をもって共同し未来に向かうように仕
向ける国民意識形成が実際の目標となっていよう

。

1999年版歴史／ゲマインシャフト科は国民とし
ての帰属意識の形成を目指し

，様々な時期と出来

事による自国の近現代史の時系列的編成をとり
，

時間軸に沿った理解を求め
，緩やかではあっても

既存国家への同化に導く
。　ドイツ国民国家として

の自国の時間的体系を受容的に理解する自国理解
の教育であり
，過去理解志向的な近現代史教育で

ある
。これは現在の在り様を時間的体系において

歴史的に正統視
・自明視させるものであるため，

既存の社会の秩序の維持や改変にかかわる学習者
の政治的判断を無批判的なものに

一元化し教化す

ることになる
。ザクセン州では前期中等教育段階

の中間学校
で通史を学ばせるにも拘わらず

(Sachs
。[1992])，後期中等教育段階の職業ギム

ナジウムで再び近現代史を学ばせようとしており
，

近現代史教育の重視は明らかである
。とはいえ，

1999年版歴史／ゲマインシャフト科は
，旧来的な

通史的年代史的歴史教育での近現代史教育と質的
に違わず
，近現代史教育の量的拡大に留まってい

る
。その本質は自国理解教育という無批判的政治
的判断教化としての近現代史教育ととらえられよ
う。

-

３
。自他社会研究教育としての新版近現代史教育

次に
，新しい2006年版歴史／ゲマインシャフト

科について取りあげ
，その近現代史教育の課程編

成を明らかにしよう。
（1）全体構成一社会問題に基づく主題別構成による
近現代社会の学習

2006年のレアプランでは
，匚過去や現在におけ

る時々に特有の前提条件と変化過程の理解を高め
ること
」，「専門分野固有の活動方法を活用する能

力を強化すること
」，「過去や現在における政治的

事態とその解釈について根拠のある判断をつくる
能力を高めること

」，「自分の生活世界にとっての

政治と歴史の意味に対して洞察を得ること
，そし

て
，歴史的な経験を背景にして現在のための行為

の
可能性を吟味する能力を高めること」が目標と
して示されている(Sachs. [2006 : 14-15])

。関連

諸学問の方法を活用することにより
，過去と現在

の時々の条件枠組や改変を捉えたり
，政治的な事

柄を評価づけたりし
，それらを踏まえて新たな在

り方について考えることができるようにしようと目指されている。そのために新たに「現在に根ざ
すアプロ
ーチ(gegenwartsgenetischer Ansatz)」

(Sachs.［2006 : 15］）が採用されているという
。

現在の問題関心から学習できるようにするために
どのようにつくられているのか，先ずは全体構成
を見よう。
第11
～13学年の各学年には必修の単元（学習領

域）が設定されている
。その他に学年ごとに選択

必修の単元も用意されているが
，配当時間はごく

僅かである
。必修の単元に限定して取りあげたい。

表３には各学年の必修単元を列記するとともに
，

レアプランの記述から読みとれる各必修単元の対
象と主要内容を示し

，基本構成について整理した。

必修単元は計６つである
。これらでは「支配と

政治秩序構想
，自由の理解と政治参加の努力，自

他のアイデンティティ
，紛争と解決，労働と生活」

という主題が取りあげられる(Sachs.［2006 :
15］）
。それらは「現在の社会や今日の論争を規定

しているだけでなく
，過去の時代の思考や行為も

規定しており
，未来においても重要であろうこと

が
予期されうる」ものとされ，「鍵問題
(Schliisselprobleme)」と呼ばれている(Sachs.
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表.3 2006年版歴史ノゲマインシャフト科の必修単元と基本構成

学年 必修単元(学習領域) 対象 主要内容 基本構成

第

11
学
年

11-1　民 主制下 と独裁制下の
青年や青年文化

統治

の問
題

青年の問題 統治にか

かわる
身

近な問題

近現代における諸個人一
社会

近現代にお
ける社会の
存在の認識

統治にかかわる身近な
問題に基づく近現代に
おける社会の存在の学
習 （政治関与問題・課
題追求問題の意識化）

轍

構成に
綴

大化

11-2　民 主制下 と独裁制下の
メディア

メディアの
問題

近現代における諸個人－
メディアー社会

第

12
学

年

12-1　政治をつくる 集団的な政治的
自律の問題

政治関与
屋) ゜

近現代における国家政

治システム

近現代にお
ける社会の
存在形成の
枠組の認識

政治関与の問題
に基づく近現代

における社会
形

成の枠組の学習

政治関
与瓏･
課題追
求問題

に
基づ

く
近現
代にお

ける
社

会形成
の学習

12-2　ヨーロッパにおけるナショ
ナル・アイデンティティ

集団的な自己定
義の問題

近現代における社会統
合

第

13
学
年

13-1　国際紛争と解決の可能
性

平和の問題 政治課題

追求の問
題

近現代における安全保
障

近現代にお

ける社会の存在形成の

遂行の認識

課題追求の問題
に基づく近現代
における社会形

成の遂行の学習13-2　ヨ ーロッパにおける生
活と労働

福祉の問題 近現代における生存・

生活保障

輿 豐 舞 綴lS 鍛? 鸚k 舷 司詛 廠訌 笳徑 誚豐 淙 羅 氈 ヤＪ臨 ゜ ″neinschaftskunde, 2006, S 18'20 ゛ 22-25 ° 27-30

[2006 : 15])。 過去・現在・未来の社会の形成に

通底する鍵的な課題や論点であり，広い意味での

社会の問題である。必修単元の11-1と11-2では，

統治に関連する青年生活・文化の問題やメディア

の問題 について扱う。 12-1と12-2では，集団的な

政治的自律とそれを支える集団的な自己定義とい

う政治関与(自治)にかかわる問題について扱う0

13-1と13-2では，平和と福祉という政治課題の追

求にかかわる問題について扱う。人々の統治，人々

による政治関与，人々のための課題追求という様々

な側面から社会の在り方をめぐる問題を取りあげ

るかたちになっており，現在的関心に基づく学習

が用意される。

それぞれに問題を扱う各必修単元では，主題別

で今現在も含めた近現代の社会の学習を行うｏ 例

えば，第12 学年では２つの単元において，集団的

自律の問題と集団的自己定義の問題を主題化し，

ステートとネーションという国家の２つの側面に

向きあい，近現代史上の多様な政治システムや社

会統合について学習する。そうした社会の学習は

主題別の学習の単なる寄せ集めではない。第11学

年と第12 ・ 13学年とで段階化されている(Sachs.

[2006 : 15])。第11 学年では，学習者 自身を含め

た青年の生活・文化の在り方や身のまわりのもの

であるメディアの在り方との関連から統治の問題

を扱い，社会の存在を把握し，自己の政治的行動

や今後の経済的生活またメディアの意義や危険性

について考える。学習者は政治関与の問題や政治

課題追求の問題を意識化することになろう。導入

的学習を踏まえ，第12 学年では政治関与の問題を

-

扱い，国家政治システムと社会統合という社会の

形成のための枠組について捉え，第13学年では課

題追求の問題を扱い，安全保障と生存・生活保障

という社会の形成の遂行について捉える。身近な

物事との関連による取り扱いから問題そのものの

取り扱いへと展開させ，問題による近現代社会の

学習を主題別に繰り返しつつ，社会の存在の認識

から存在形成の枠組と遂行の認識へ拡げていく。

2006 年版歴史／ゲマインシャフト科では，社会

の形成に向けて現在的関心から学習を行えるよう

に広い意味の社会問題を対象とする。問題を主題

にし，現在を含めた近現代における社会の在り様

やつくられ様の学習を目指す。また，年代史的構

成をとらず，主題別で構成する。近現代社会の学

習を社会の存在についての学習から，それを踏ま

えた存在形成についての学習 へと拡大していく。

社会の問題に基づく主題別構成において近現代社

会学習の拡大化を狙うようになっている。

（2）単元構成一対象問題の遡及的主題史的構成にお

ける通時的社会分析

単元の構成 について，最終の必修単元であ る

13-2「ヨーロ ッパにおける生活と労働」を事例に

考察したい。 2006年のレアプランは様式を変え，

単元ごとに活動目標のかたちで学習活動を配列し，

各活動の主要項目，関連事項・学習方法などを記

している。同単元の活動目標と主要項目を列記し，

レアプランの記述から対象と考察内容を読みとり，

学習組織を整理したものが，表４である。

この単元は福祉の問題を対象とし， ３段階で取

り扱う。現在から，過去，再び現在へと取り扱い
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表４　単元13-2「ヨーロッパにおける生活と労働」の構成

学習活動と主要項目 対象 考察内容
学習組織

対象 考察 学習
1）社会の展開にとっての労働の意味を
わかること（構造変化） §l

の噐

現在の労働と失業・
失業不安

現在の生

存・生活
リスク

労働の意義と経済社

会構造変化による危
機

生存・生活保
障への着眼化

現在の
問題
問題の

把握

対象問

題の遡
及的主

題史的
構成に
おける
通時的
近現代
社会分
析

2)19
世 紀における工業化の社会的・政

治的影響をわかること（労働・居住・

生活の状況
／市民階級の躍進／労働

者階級の成立と政治的解放）

19世紀のドイツ・

ヨ
ーロッパにおけ
る生存・生活リス
クと対応

過去の各
時期にお
ける生字･
生活リス
クと対応

工業化による経済構

造変動・階級分化と

労働者の問題発生・
組織化

生活リスクの
発生・社会問
題化と解決ア

プローチの分
析吟味

参照対
象とし
ての過
去の各
時期の
問題や
解決

各時期
の状況
や解決

の対比
的分析
吟味

3）第二次世界大戦までのドイツにおけ

る
社会的問題の解決アプ・－チをわ
かること（国家／経営者／教会／マ
ルクス主義の社会構想／労働運動）

19～20世紀前半の
ドイツにおける対
応

生存・生活リスクの
社会問題化，問題解
決の政策・実践・運
動

4)1945
年以 後のドイツにおける社会問

題について考えをきめること（ドイ

ツ民主共和国における経済政策・社

会政策ノドイツ連邦共和国における
経済的社会的展開）

20
世紀後半の東ド

イツにおける対応
社会主義による国家
的対応と福祉国家に
よる国家的対応の意
義・問題，今後の福
祉国家

20
世紀後半以降の
西ドイツ・統一ド
イツにおける対応

5)EU における労働や生活の諸条件，
経済政策・社会政策にとってのあり

うる諸結果をわかること（国別の諸

条件の比較／ＥＵ政策のチャンスと
問題）

現在のドイツとヨー

ロッパの生存・生
活リスクと対応

現在の生
存・生活

リスクと
対応

ＥＵの域内格差，諸
国の労働・生活や社
会政策，今後の展開

と対応の可能性や課
題

ヨ
ーロッパに
おける今後の
解決アプロー
チの可能性や
課題の分析吟

味と今後の生
活の展望

現在の
問題や

解決

分析と
今後を

め
ぐる

吟味検
討

6)グローバル化する世界における生活
展望について考えを吉めること

現在における経済
のグローバル化

グロ
ーバル化経済に

おける今後の生活

迴 座燮Ｃ貽?ｊ 曜tsministerium丿 琵 胼1恰､ 麹 ワ々?泌､ 咎ざ 胎砂
仁(私印nasium Geschichte/Gemein,ぶchaftskunde、2006, S.27 ・ 28-30を もとに

筆者作成 対象・考察内容・学習組織の欄は筆
答
による
霹
を表
茫)

を展開させ る‰ 第１段階の１）では，現在の労

働や失業・失業不安について取りあげる。第２段

階の２）～４）では，現在の問題を考えるための参

照対象として，19 世紀の労働者の組織化による対

応，19 ～20 世紀前半の政策・実践・運動といった

多様な主体による取り組み，20 世紀後半の社会主

義と福祉国家という２類型の国家的対応などにつ

いて取りあげる。過去の各時期の生存・生活リス

クや対応を取りあげる。 翻って第 ３段階の５）・

６）では，21 世紀のヨーロ ッパや世界におけるリ

スクや対応を中心 に取りあげる。現在の問題を起

点とし，そこから遡及して近現代の過去の問題，

さらに現在の問題へと主題史的に構成し，現在の

問題について過去の問題を参考にして取り組める

ようにする。

遡及的主題史的な構成の下，対象の考察は分析

とそれを踏まえた吟味検討が中心である。第１段

階では，労働を意義づけ，経済社会の構造変化に

よる危機を把握する。現在の生存・生活リスクや

今後の生存・生活保障への着眼化を踏まえ，第２

段階では，例えば，国家的対応である社会主義に

よる解決の試みや福祉国家 による解決の試み，そ

れらの意義，限界や問題を分析吟味する。過去と

の対比により第３段階では，ＥＵの域内格差や自

国を含めた諸国の労働・生活や社会政策を捉え，

-

国家の枠組が大き く変容しつつあるなかでの今後

の展開や対応を予想吟味し，グローバル化経済に

おける生活の在り方も考える。この歴史／ゲマイ

ンシャフト科では，社会の形成に関与するための

前 提 と な る　匚分 析 と熟 考 」 を 重 視 し て お り

(Sachs.［2006 : 16］）， 問題を取りあげるが， 判

断を求めるとしても個人としての判断である。第

一義的には近現代の多様な社会を対比し分析して

対象化し客観視することを狙う。匚社会科学的な

認識方法やそのために必要な専門的活動方式」に

よって過去や現在にきりこむ課題探究的考察を重

んじている(Sachs. ［2006 : 15D 。　レアプランの

各単元についての記載様式の変更 も学習者自身の

探究的な考察の重視と結びついたものであろう。

単元13-2では，現在の生存・生活保障に着眼化

し，その考察のための参照対象を産業化以後の過

去に求め， リスクの発生・社会問題化とともに各

時期の解決アプヨーチを分析し，それらとの対比

において自国やＥｕ の今後の展開また解決アプロー

チの可能性や課題を検討するという福祉問題の研

究学習が組織される。各単元では，近現代史上に

おける現在の問題と過去 の問題とで遡及的主題史

的に対象を構成する。分析吟味を中心に対象の考

察を求め，現在の問題意識から過去の状況や解決

の取り組みを扱い， それらを参考にして現在の状
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況や解決の取り組みを分析吟味させる
。近代化以

後
，現在の問題に関連・類似する問題が発生・深

刻化し
，対応のために繰り返し取り組まれてきて

いるが故に
，そのような問題を通して近現代の多

様な社会の在り様やつくられ様にアプロ
ーチさせ

る
。通時的に対比させることで現在の社会を新た

な形成に向けて分析的に見定められるようにする
。

厂過去や現在における政治秩序
・社会の問題との

取り組みにおいて
，熟考的自省的な歴史意識が育

まれる
」(Sachs.［2006 : 14］）とレアプランで述

べられているように
，現在の問題意識から産業化・

国民国家形成以後を振り返り
，それによって現在

の社会を捉え返すという通時的社会分析を行わせ
るｏ敢えて遠回りして過去を介すことで現在の社
会に向きあわせ
，自分の社会を外部者の眼で見る

ように客観視させ
，受け容れてよいかを自分の頭

で考えるように促すわけである。

2006年版歴史／ゲマインシャフト科は
，各単元

で現在的視点に基づく対象問題の遡及的主題史的
構成をとり
，通時的対比的な分析吟味により現在

も含めた近現代の多様な社会を認識させる
。分析

吟味に軸足をおき
，現在の社会を同じ近代化以後

の過去の社会を介して読み解かせることで
一旦突

きはなして醒めた眼で捉えられるようにする
。

（3）自他社会研究教育による間接的な批判的政治的
判断形成としての近現代史教育

2006年版歴史／ゲマインシャフト科は
，全体レ

ベルにおいて
，社会づくりのための鍵的な課題や

論点という社会の問題を対象にし
，主題別構成を

とる
。問題に基づいて社会の在り様とともにつく

られ様の認識を可能にする
。近現代の社会の歴史

を単
一化して学ばせることもできようが，社会の

歴史を主題別に複数化し
，分析的に近現代社会を

繰り返し学ばせ
，社会の存在の認識から存在形成

の枠組や遂行の認識へと拡げていく
。各単元レベ

ルでは
，現在を起点とし，歴史を手段化し，現在

の問題とその参照対象である近代化以後の過去の
問題とで遡及的主題史的構成をとる

。分析吟味中

心の考察により
，近現代における現在の自社会と

過去の他社会を対比的に研究させる
。現在的関心

からの問題による主題史的構成で通時的社会分析を単元ごとに求め，問題に基づく全体の主題別構

成において様々な問題に即して近現代を繰り返し
縦断しつつ
，近現代社会の認識を拡大させていき，

社会の存在と形成を研究的に学ばせる
。内容にお

いて
，社会の問題で対象をつくり，近現代の自他

社会を主題ごとに通時的に認識できるように編成
しており
，それは社会の問題による近現代の自他

社会の主題別通時的編成である
。方法においては，

学習者に現在的視点からの時間的な対比による分
析吟味を求め
，通時的研究にあたらせ，既存の社

会を相対視できるようにする
。社会の存在や形成

の対比的分析吟味による対象化か中心である
。

この教科の学習は
，社会の問題を扱うとはいえ，

社会問題史の社会研究という性格が強い
。前掲の

教科目標が示している通り
，新たな社会づくりに

向け
，近現代の過去の多様な社会を見極め，時間

的対比を通すことで現在の社会を省み
，絶対化せ

ず相対化しクリアに認識できるようにすること
，

それによって今在るものを当然視せずに
一度疑問

視し新たな在り方について考えるように間接的に
促すことが目指されている

。目標は社会形成のた

めの反省的な社会認識の形成である
。問題を扱う

ことで社会の在り様だけでなく社会のつくられ様
まで認識内容を拡げているものの

，社会の形成を

遂行的にではなく研究的に学ばせる
。社会の新た

な形成のために社会をわかることを狙う
。

新しい歴史／ゲマインシャフト科は既存社会認
識の形成を目指し

，社会の問題による近現代の自

他社会の主題別通時的編成をとり
，漫然としてい

ては見えてこないものを過去との対比によって見
えるようにし
，分析吟味において現在の社会の在

り様やつくられ様を対象化させるものである
。現

在の自社会を鵜呑みせずに過去の他社会を介して
広い視野から見つめなおす自他社会の通時的研究
の教育が2006年版歴史／ゲマインシャフト科の近
現代史教育であり

，それは現在認識志向的なもの

である
。この近現代史教育は，眼前の物事に安易

に迎合せずに
一度疑問の眼を向けることで新たな

在り方を自分の頭で考えるように促すものであり
，

実質において批判的な政治的判断の間接的形成で
ある
。中間学校の新しい歴史科では通史的年代史

的枠組
のなかに縦断的な主題史の学習を組み込ん
でおり(Sachs. [2004 : 4-5]),職業ギムナジウム
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のこの歴史／ゲマインシャフト科では社会問題に

よる主題史的な社会研究を近現代史中心で全面的

に展開させる3)Ｏそれは旧来的な通史的年代史的

歴史教育のなかでの近現代史教育とは質的に大き

く異なるものである。近現代史重視といっても，

近現代史を自ずから存在する一つのまとまりある

もののように教えない。社会の新たな在り方を考

えるように促すべく，近代化以後の多様な社会を

主題別に分析的に学ばせることによって眼前の社

会を見えやすくし，社会の認識形成において間接

的に批判的政治的判断を促すのである。

４。社会科学化に基づく政治的判断形成の変革

1999年版と2006 年版の歴史／ゲマインシャフト

科は，近現代史教育としての内実を大きく違えて

いる。質的変革の論理と要件を探りだそう。

それらは表５の通り， 目標・内容・方法におい

て相異なっている。目標では，国民意識形成から，

社会認識形成へ改められている。現存の国家の維

持発展のため，同じ歴史を共有する国民としての

帰属意識をもたせることから，新たな社会づくり

に向け，社会の在り様やつくられ様を省みられる

ようにすることへ変更されている。内容では，国

家史上の様々な時期と出来事 による自国の近現代

史の時系列的編成から，社会の様々な問題による

近現代の自他社会の主題別通時的編成へ改められ

ている。 中心内容が自国の近現代史から，近現代

の自他社会へ換えられ，対象構成が様々な時期と

出来事 による国家の時間的存在提示から，様々な

問題による社会の通時的研究機会へ変更されてい

る。また，方法では，過去を辿り時間的な流れを

理解することで過去によって意味づけられる現在

を受け容れることから，現在より遡り時間的に対

析吟味することへと改められている。既存国家へ

の同化から既存社会の対象化に改められ，現状を

自明視せずに見つめなおすことが重視されているｏ

こうした目標・内容・方法原理の変換において，

近現代史教育がカリキュラムレベルで質的に改め

られている。 1999年版歴史／ゲマインシャフト科

は， 自国の時間的体系を理解させる自国理解教育

としての近現代史教育である。 国民国家としての

来歴を理解させ，現存国家へ同化するように仕向

ける。 2006年版歴史／ゲマインシャフト科は，現

在の自社会を過去の他社会との通時的対比により

分析吟味させる自他社会研究教育としての近現代

史教育である。 同じ産業化・国民国家形成以後の

社会と対比的に研究させ，新たな形成に向けて眼

前の社会を異化し明晰に捉えられるようにする。

2006 年の全面改訂において近現代史の重視は維

持されつつも，近現代史やその教育の中身は根底

的に改められている。 この教科による「歴史的政

治的陶冶の促進」(Sachs. [2006 ：1 判） の方向が

問題視され，その転向が図られたことは間違いな

い。 1999年のレアプランは， 自国中心の近現代史

を辿る構成において 匚ゲマインシャフト科の主題

や課題設定は論理上の視点に応じて歴史的素材に

組 み込まれる」(Sachs. ［1999 : 6］） とし，歴史

の主導性を意図していた。 この教科の歴史的政治

的陶冶を，国家の歴史を教えること，すなわち，

現存の自国の歴史的正統性を受け容れさせる無批

判的判断教化を 中心に行うものとなっていた。

2006 年のレアプランでは，匚歴史科とゲマインシャ

フト科 という両教科の一体化は」匚過去への問い

を現在にとっての結論に直接的に結びつけるチャ

ンスである」(Sachs. [2006 ：1引） と考えている。

社会の形成に向けた現在的関心の主導性を意図し，

比することで過去を参照し現在を照らしだして分　　　社会の認識のために歴史の教育を手段化し意義づ

表5　1999年版歴史ノゲマインシャフト科と2006年版歴史ノゲマインシャフト科の近現代史教育

犬 1999年版歴史ノ ゲマインシャフト科 2006 年版歴史／ゲマインシャフト科

目標原理 国民意識の形成 社会認識の形成

内容原理
国家史の様々な時期と出来事による自国の近現代史の時系列

的編成

社会の様々な問題による近現代の自他社会の主題別通時的編
成

方法原理 過去からの時間的流れの受容的理解による既存国家への同化 現在からの時間的対比に基づく分析吟味による既存社会の対象化

Ｗ
自国の時間的体系理解の教育(自国理解教育)としての近現代
史教育：国家の歴史を教えること

自他社会の通時的研究の教育(自他社会研究教育)としての近
現代史教育：社会を歴史で教えること

無批判的政治的判断の教化 批判的政治的判断の間接的形成

政治的判断形成（歴史的政治的陶冶）
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けなおしている
。社会を歴史で教えること，すな

わち
，“未来に向けての現在からの過去との対話”

において今の国家を含めた社会に
一旦疑問の眼を

向けられるようにする間接的な批判的判断形成を
中心に歴史的政治的陶冶を構想している

。

旧東側のザクセン州では東西統合後
，東ドイツ

時代の中等社会系教科の克服が目指された
。尤も，

ドイツ民主共和国への適応の教育から抜けだすこ
とはできても
，一気に適応の教育そのものから抜

けだすことは難しかった
。特に前期中等教育段階

ではドイツ連邦共和国への適応の教育が社会系教
科の基調となった（服部［2009b］

，参照）。後期

中等教育段階にあたる職業ギムナジウムの歴史
／

ゲマインシャフト科のレアプランは1999年になっ
てつくられたが
，それも国民国家の歴史の教授を

目的化し現存の国家に順応できるようにするもの
であった
。しかし，国家が意義あるものだからと

いって
，今の在り様を鵜呑みにさせる無批判的判

断教化はやはり問題と捉えざるをえない
。それは

既に在るものを絶対化
・自明視させ，現状に自発

的に従うように仕向け
，新たな社会づくりを阻ん

でしまう
。社会が大きく変動し国民国家の枠組す

ら変容しはじめ
，また極右政党が州議選で躍進す

るほどに政治への信頼が揺らぎ政治文化が不安視
されている今日
，有効ともいえない。社会の新た

な形成に向けて在り様を見つめなおしたり在り方
を問いなおしたりできるようにする批判的判断の
形成に寄与しうる教科が求められる

。同州で2005

年前後に諸段階
・諸教科のカリキュラム改革がす

すめられるなか
，歴史／ゲマインシャフト科の

2006年改訂では
，無批判的政治的判断教化から批

判的政治的判断形成へと基本役割の歴史的政治的陶冶を方向転向することが課題化されたと捉えら
れる。
その課題に応える近現代史教育改革は

，社会科

学の論理で目標
・内容・方法原理を組織すること

で可能となっている
。社会科学は現在的関心に基

づき既存の社会の存在や形成を研究し相対化する
。

そのような社会科学の論理に基づくからこそ
，目

標を既存社会の認識形成へ換え
，学習者が社会の

存在や形成に対峙しそれらをわかることを狙うＯ内容を社会の問題による近現代の自他社会の主題

-

別通時的編成へ換え
，問題によって多様な社会を

研究し
，現在の問題関心に従って社会の在り様や

つくられ様を敢えて過去を通すことで距離をとっ
て捉えるように導く

。また，方法を対比による分

析吟味中心の対象化へ換え
，現在の社会を自明視

せず疑問視できるようにする
。これらでは社会の

存在の認識に留めず
，社会科学の論理をすすめる

ことにより
，問題に基づく構成において社会の形

成の認識まで拡げている
。社会科学の論理で目標・

内容
・方法原理を組織する社会科学化でもって再

編することにより
，国家の歴史を教えることから

社会を歴史で教えることへの転換が可能になって
いる
。近現代史の前社会科学的認識教育である自

国理解教育という無批判的判断教化から
，近現代

史の社会科学的認識教育である自他社会研究教育
という間接的批判的判断形成へ

，カリキュラムレ

ベルで近現代史教育の実質転換が導かれている
。

この近現代史教育の改革は
，社会科学化に基づ

き
，自国理解教育から自他社会研究教育へ質的に

変革するものである
。それによって無批判的政治

的判断の教化から脱し
，間接的形成ではあるけれ

ども批判的政治的判断の形成を可能にし
，既存国

民国家のための近現代史教育ではなく民主主義社会形成のための近現代史教育をう忝だしている。

５
。むすび一脱権力化としての近現代史教育改革

近現代史教育の改革とは何をすることか
。それ

はなぜ必要であり
，どうすれば可能となるのか

Ｏ
以上の考察に基づけば

，次のように答えられよう。

第
一に，近現代史教育改革とは，本質において

時間的体系理解の教育という無批判的政治的判断
の教化から脱却させることである

。ザクセン州で

は
，国民国家としての自国の時間的体系を理解さ

せる自国理解教育からの脱却は
，問題に即して自

社会を同じ近現代史上の他社会と通時的に対比さ
せ認識させる自他社会研究教育への変革として行
われた
。国家の歴史を学ばせる近現代史教育から

社会を歴史で学ばせる近現代史教育への転換であ
る
。この通時的社会研究の教育は現在認識中心の

教育であり
，未来形成中心の教育とまではいえな

いが
，過去理解中心の教育とは一線を圓している。
第二に，時間的体系理解の近現代史教育は，無
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批判的な政治的判断の教化であり
，自発的に現状

に従うように仕向ける権力と化し
，民主主義社会

の形成者育成にとって問題であることである
。そ

れは過去によって意味づけられるものとして今の
在り様を鵜呑みにさせる

。現在を見る眼を塞ぎ，

見つめなおしたり問いなおしたりさせず
，絶対化

させる
。それは無批判的政治的判断の教化であり，

権力化する
。権力化した近現代史教育は民主主義

社会形成を阻むものである
。批判的政治的判断形

成の範疇において再構築されなければならない
。

第三に
，目標・内容・方法原理を社会科学の論

理で組織する社会科学化により
，近現代史教育を

自国理解教育から自他社会研究教育へ変革し
，批

判的政治的判断の間接的形成へと脱権力化させら
れることである
。社会科学化をすすめることで社

会の存在研究の教育だけでなく形成研究の教育も
可能となるｏ社会研究教育という社会科学的認識
教育は批判的政治的判断の直接的形成までは担わ
ないが
，間接的形成として働き，権力化から一歩

脱化する
。社会科学化を要件にして脱権力化する

ことで近現代史教育は
，民主主義社会形成者の育

成にとって意義を有することができるものとなる
。

制度上の教科名称と関係なく
，権力化した無批

判的政治的判断教化の教科が地理科
・歴史科・公

民科
，脱権力化した批判的政治的判断形成の教科

が社会科であるとすれば（服部［2009a］）
，社会

科学化に基づく脱権力化において歴史科の自国理
解教育から社会科の自他社会研究教育への近現代
史教育改革がカリキュラムレベルで可能となる

。

社会研究教育としての近現代史教育に対し
，歴史

教育ではないのではないかとの異論が示されるか
もしれない
。社会科学化により近現代史を単一の

時間的体系として教えることは否定
・放棄される

し
，社会研究教育では近現代史の取り扱いは現在

の社会をわかったり未来の社会を考えたりするた
めの手段的性格をもつためである

。けれども，そ

れだからこそ
，脱権力化をはじめられ，民主主義

社会形成のための社会科としての近現代史教育が
可能となり
，社会形成者育成に逆行せず寄与し意

義をもてる
。そのような近現代史教育をザクセン

州では歴公統合的課程としてねらっているが
，それ

は分化的歴史課程でも可能であるし重要であろう。

-

証
１）職業ギムナジウム（第11～13学年）とは

，ザクセ

ン州の場合
，前期中等教育段階の中間学校（第5～

10学年）の優良修了者が大学進学に向けて入学でき
る職業教育学校である(Sachs.［2007 : §4］）

。中等
教育一貫校のギムナジウム（第5～12学年）とは別系統の学校種である。
２）西ドイツ時代の1970年代

，近現代史上の社会枠組

変化をシ
ークエンスとし，各枠組変化を現在の問題

や前近代の歴史と結びつけて主題的に学ばせようと
する歴史カリキュラムの構想において

，現在から過

去さらに現在という取り扱いが提起されたことがある。岩永[1984],参照。
３）ザクセン州の2006年版歴史／ゲマインシャフト科
に準拠した教科書はまだ刊行されていない

。全面的
に改訂されたが，その実践化か課題となっていると
捉えられよう。
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